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Summary
In this paper, I have will discuss and clarify the differences found in the 
basic understanding between Tʼan-luan and Daochuo with regard to the 
teachings on the Budda-body and the Buddha-land. With regard to these 
teachings, Tʼan-luan discussed “Amidaʼs Pure Land” from the perspective 
of the Bodhisattvas and “those aspiring to be born” from the perspective 
of their being embraced in the Great Compassion of Amida’s Pure Land. 
On the other hand, Daochuo discussed them from the perspective of 
Amitābhaʼs Buddha, thereby revealing the principles of practices involved 
with oneʼs “birth in the pure land”（Ōjō Jōdo）．These differences mean 
that T’an-luan revealed teachings for the Pure Land aspirants who 
are already embraced in Amitābhaʼs great compassion, while Daochuo 
revealed teachings for the Pure Land aspirants who are not yet embraced 



































































とする立場であるといえよう。しかし、曇鸞が 論註』の思想的基盤に置いたものは、僧肇の空思想であろう。僧肇は、龍樹造羅什訳青目釈『中論』 （以下、羅什訳『中論』とする）に語られる「諸仏が二諦によって、衆生の為に法を説く」とある二諦説を継承していく。龍樹は、ここで教説において二種 真理（二諦）を立て、その言説（教説の二諦）を超 る真実を明かし いよう。これは約 の二諦、つまり教説・言説 おける二諦である。そして僧肇は、この教説・言説における二諦（約教の二諦）を継承 ⒜「第一真諦」 （無相真諦）を真実として、⒝①「名教真 」 （言教 と⒝②「名教俗諦」 （言教俗諦）を明かしていく。そして曇
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 「方便（智） 」 （諦・有相）
















































身」＝「略」 （⒝①無相即相）ではなく、 「法身」＝「略」 （⒝①無相即相）を説示 い 。そして「略・法
−（（− −（0−











土論により、報身報土を明かして る。さらに、約時被機の立場から 道綽は機感の不同を述べ 上輩生 無相即相土の往生と、凡夫の力微な 相善に る相土往生とを明かし、凡聖通往 論理を語っていく。弥陀 土を主格として論ずれば 常に報身報土といえ が、往生者 機根 相違によっては異なることになる。つまり、上輩生 は異なり、凡夫においては相 に生じてもなお、 「報」とも 化」ともみ 可能性があり一定しない。まさしく、道綽は約時被機 立場から凡聖通往を明かし なおかつ 弥陀主格報身報 説 示しのである　
右のごとく、曇鸞と道綽における仏身仏土の相違は、曇鸞が浄土における「諸仏菩薩」の論理を語るのに対


















































































には要ず須く有無本より已来自性清浄なりと識達すべし。二には万行を縁修す。八万四千の諸波羅蜜門等なり。三には大慈悲を と為して恒に運度せむ 擬するを懐と為す。此の三因は能く大菩提と相応す。故に発菩提心と名づく。又『浄土論』 （ 『論註・下意』 ）に拠るに云 く、 「今発菩提心と言ふは正しく是願作仏心なり。願作仏心とは即ち是度衆生心なり。度衆生心とは即ち衆生を摂取して有仏の国土に生ぜしむる心なり。今既に浄土 生ぜむと願ず。故に先づ須く菩提心を発 べし」 。
 （同前・二〇三〜二〇四頁）
と示し、先の三身の菩提に関連付けていく。すなわち、三因（発心・三身の菩提心）により、仏果・菩提を得る心となる「菩提心」を発すとし、その心は『論註』に示される「願作仏心・度衆生心」であるとする。さらに、









































かの清浄仏土に阿弥陀如来無上の宝珠まします。無量の荘厳功徳成就の帛をもつて裹みて、これを往生するところのひとの心水に投ぐれば、あに生見を転じて 生 智となすことあたはざらんや。また氷の上に火を燃くに、火猛ければすなはち氷解く。氷解くればすなはち火滅するがご し。かの下品の人、法性無生を知らずといへども、ただ仏名を称する力をもつて往生の意をなして、かの土に生ぜんと願ずるに かの土はこれ無生の界なれば （彼土是无生界）見生の火、自然に滅するなり。
（同前・一二五〜一二六頁。傍線は引用者による）









と明かしていく。先に示すように、曇鸞の場合は、願生において「見生の火」が自然に滅することを示すものであるのだが、道綽の場合は、傍線部にあるように、無生の界に至る時に「見生の火」が自然に滅す している。つまり、道綽は往生者が願生し、 「浄土」 （無相即相土）という無生の界に至る時に、はじめて、生への実体視が滅すると了解していく である。ここに、 「無相即相土」 相善往生を語る道綽の思想をみることができよう。そしてそ 浄土に致るため 修道が必須になってくるであろう。このような説示は、以下の文にもみられる










つ、 「もし始行の人の念は数を記するもまた好し。 」 （同前・二二五頁）と述べ、始行者の修道を説示していく。さらに続けて、
また問ひていはく、いま勧めによりて念仏三昧を行ぜんと欲す。い だ知らず、計念の相状はなににか似たる。答へていはく、 （中略）あるいは仏の法身を念じ、あるいは仏の神力を念じ、あるいは仏の智慧を念じ、あるいは仏の毫相を念じ、あるいは仏の相好を念じ、あるいは仏の本願を念ず。名を称することもまたしかなり。ただよく専至に相続して断えざれば、さだめて仏前 生ず 後代の学者を勧む。もその二諦を会せんと欲せば、ただ念々不可得なりと知るはすなはちこれ智慧門にして、よく繋念相続して断えざるはすなはちこれ功徳門なり。
このゆゑに『経』 （維摩経・意）にのたまはく、 「菩薩摩訶薩つねに
功徳・智慧をもつて もつてその心を修す」と。もし始学 も は、いまだ相を破することあたは 、ただよく相によりて専至せば、往生 ざるはなし。疑ふべからず。
（同前・二二五〜二二六頁。傍線は引用者による）
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と明かし、穢土と浄土が接していることを説示する。すなわち、傍線箇所にあるように、娑婆は穢土の末処・終処であり、 「弥陀浄国」である「西方浄土」は「浄土の初門」であり、これ 続くのが十方の浄土であり、証果（無相）である。つまり、 「娑婆＝穢土の終処」 （始）→「弥陀浄国＝西方浄土＝浄土の初門」→十方の浄土
→
証果（終）という構図をもって、始終の関係を有的に明かす。先述のように、往生浄土の因果は空（無
相）であるが、無相即相の往生を明かす道綽は、始終 関係を有的に語るの る。そして『安楽集』 「巻下・第七大門・此彼修道」に、 「先には相によりて求め、終りにはすなはち無相 り。 」 （同前・二七三頁）とも示し、 「終＝無相」を語っている。さらに、 『安楽集』 「巻下・第八大門・往生意趣」には、


















張するために必要であったと考えられる。つまり、約理の「二諦」を根拠にすることで、⒜「第一義諦」＝「法身」 （法性法身） ・⒝「世俗諦」＝「報身」 （方便法身）と対応させることができ、弥陀報身報土説を「真理」として明かすことができるからである。これにより、二諦相即 相善往生」を説示することが可能になり、凡夫の相善往生を、大乗仏教の論理の上に、説示できるのである。無 即相土の相善往生を語る道綽にとって二諦は、どこまでも「真理」でなければならなかったといえよう。また道綽は曇鸞と同様に、因果の無自性空を明かしていくが、その一方で、曇鸞とは異 り、穢土と浄土を明確に分け、有的浄 （西方浄土）を説示する。さらに、 「菩提心」を三身三土義により分別して説示しつつ、無生即生の願生・不行即行の行により、無相即相土の相善往生が成立することを明かしていく。かかる の相違は、曇鸞が龍樹の般若思想を基底とすることで、 「往生浄土」の原理 明らか していくのに対し 道綽は、 「往生浄土」の修道の論理 、大乗仏教の論理の上に基礎付けようとしたものと考えられよう。　
要するに、道綽は約理の二諦説に基づき、弥陀報身報土説・凡夫入報・西方往生（相善往生）の論理を真空妙有



















































































（） 拙著『北朝仏教における『往生論註』の思想構造の研究』 （学位請求論文、二〇一四年、 「龍谷大学学術機関リポジト」
http://
repo.lib.ryukoku.ac.jp/jspui/handle/（05（9/5666 ） 。また拙稿「 『往生論註』所説の平等法身と未証浄心の二菩薩の関係
│
曇鸞









（） 『論註』 「巻下・名義摂対」 （同前・一四七〜一四八頁。 ）
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7） 道綽は、 『安楽集』に「報化・浄穢を弁定」 「報化の大悲によらばすなわち浄穢なきにあらず」 （同前・一九一、 一九五頁）と示し、一貫して 報（＝浄）と化（＝穢） 」の弁定を明かすことで、⒝②「有相・化土」を「穢土」とする。
（
8） 『安楽集』 「巻上・第一大門・凡聖通往」 （同前・一九六頁）
（
9） 同前・一九七頁。なお、この「報化 については、①「報中化」 、②「報即化」 、③「報と化」の三説があるが、筆者は、道綽が一貫して「報（＝浄）と化（＝穢） 」の弁定を明かすことから ③ と の説を取る。
（


























（8） 道綽の修道法とは、末法史観に立脚した「約時被機」の観点から、中下輩の衆生にとっては、相善こそが 修無相」よりも価値的に勝行であり、 「念仏行」は絶対的な価値を伴って下品凡夫の上に現成することになる、と指摘される（渡邊了生「 『安楽集』所説の「三身三土義」と「相土・無相土」論との関係考」 （ 『宗学院論集』六八、 一九九六年） 。
（
（9） 親鸞の仏身仏土論について 拙稿「親鸞における「智慧」の構造の原点─世親・曇鸞の浄土教における「智慧」 （ケネス・タナカ編著『智慧の潮─親鸞の智慧・主体性・社会性
　
shinshu T
heology
から見えてくる新しい水平線』武蔵野大学出版会、
二〇一七年所収）に、 じて る。
（武蔵野大学仏教文化研究所研究員
　（専門） 真宗学・中国浄土教）
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